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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マーキング物質の画像を記録媒体のシートに転写するための画像転写装置であって、
　マーキング物質の連続画像を表面上に受ける無端画像転写部材を備え、画像転写装置の
動作状態で、該無端画像転写部材がカウンタ部材と移動接触され、カウンタ部材との間に
転写領域を形成し、該転写領域に連続的に供給される記録媒体の各シートに対して各連続
画像を転写し、前記画像転写装置がさらに、
　画像転写装置の動作状態で、クリーニング領域で無端画像転写部材の表面と移動接触す
る表面を有する無端クリーニング部材を備え、クリーニング領域は無端画像転写部材の回
転経路に沿って転写領域の下流側に配置されており、該無端クリーニング部材の表面が、
粘着物質の層を担持し、また、前記画像転写装置は、
　画像転写装置の動作状態で、無端画像転写部材の表面上の少なくとも一部の非画像領域
において、所定のパターンのクリーニング物質を無端画像転写部材の表面に対して供給す
る制御可能なアプリケータユニットをさらに備え、非画像領域が、連続シート間の領域と
一致している連続画像間の領域であり、
　無端クリーニング部材が、クリーニングローラ表面上に集まる任意の汚染物質および過
剰なクリーニング物質を排出する互いに離間する複数の穿孔と、穴が開いていないダムと
称される領域との交互パターンを持つ表面を有するクリーニングローラであり、
　所定のパターンは、クリーニング領域でクリーニングローラのダムと一致している領域
にのみクリーニング物質が存在するように、クリーニング部材の表面と同期可能なように
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選択されており、
　前記画像転写装置がさらに、画像転写部材上の所定のパターンのクリーニング物質を、
クリーニング領域において、無端クリーニング部材の表面に対してほぼ完全に転写するた
めに、クリーニング領域で、クリーニング物質が画像転写部材表面上の無端クリーニング
部材のダムと一致する領域にのみ存在することを確実にするように、ダムの位置とクリー
ニング物質の所定のパターンとを同期させるための手段をさらに備えている、画像転写装
置。
【請求項２】
　穿孔が螺旋状の穿孔である、請求項１に記載の画像転写装置。
【請求項３】
　位置を同期させるための前記手段が、無端クリーニング部材の位置を検出するためのポ
ジションセンサを有している、請求項１に記載の画像転写装置。
【請求項４】
　クリーニング物質のパターンによって覆われる無端画像転写部材表面の部分が、１％か
ら３０％の範囲の領域カバレージを有している、請求項１から３のいずれか一項に記載の
画像転写装置。
【請求項５】
　カウンタ部材が、シリコーンエラストマ、またはＰＴＦＥ、またはフルオロラバーから
成る外層を有しており、無端画像転写部材が、シリコーンエラストマから成る外層を有し
ている、請求項１から４のいずれか一項に記載の画像転写装置。
【請求項６】
　無端画像転写部材が、ベルトの形態を成し、無端クリーニング部材は、ベルトが通過す
るクリーニング領域を形成するためにバッキングローラと協働する、請求項１から５のい
ずれか一項に記載の画像転写装置。
【請求項７】
　前記クリーニング物質が、クリーニング領域における無端画像転写部材の表面温度より
も低いガラス転移温度を有する高分子を含んでいる、請求項１から６のいずれか一項に記
載の画像転写装置。
【請求項８】
　動作中に、記録媒体の連続するシートが供給される転写領域をカウンタ部材との間に形
成するためにカウンタ部材と接触される画像転写装置の無端画像転写部材の表面から汚染
物質を除去する方法であって、
　無端画像転写部材の回転経路に沿って転写領域の下流側に配置されているクリーニング
領域で無端画像転写部材の表面を、クリーニング物質の粘着表面層を有する無端クリーニ
ング部材と接触させることにより、汚染物質を画像転写部材から粘着表面へと転写させる
ことを含み、
　無端クリーニング部材が、クリーニングローラ表面上に集まる任意の汚染物質および過
剰なクリーニング物質を排出する互いに離間する複数の穿孔と、穴が開いていないダムと
称される領域との交互パターンを持つ表面を有するクリーニングローラであり、
　前記方法がまた、クリーニング領域でクリーニングローラのダムと一致している領域に
のみクリーニング物質が存在するように、クリーニング部材の表面と同期可能な所定のパ
ターンを選択することと、
　マーキング物質の連続画像を無端像転写部材上で受けるとともに、転写領域で各連続画
像を各連続シートに対して転写することと、
　無端画像転写部材の表面上の少なくとも一部の連続画像間にある少なくとも一部の非画
像領域においてクリーニング物質の所定のパターンを無端画像転写部材上で受けることと
、を含み、非画像領域が、連続シート間の領域と一致している連続画像間の領域であり、
　前記方法がさらに、画像転写部材上の所定のパターンのクリーニング物質を、クリーニ
ング領域において、無端クリーニング部材の表面に対してほぼ完全に転写するために、ク
リーニング領域で、クリーニング物質が画像転写部材表面上の無端クリーニング部材のダ
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ムと一致する領域にのみ存在することを確実にするように、ダムの位置とクリーニング物
質の所定のパターンとを同期させることを含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクおよびトナーを含むマーキング物質の画像を、画像転写部材から記録
媒体に転写するための画像転写装置に関する。また、本発明は、そのような画像転写装置
の画像転写部材の表面から残骸を除去する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタやコピー機等の画像複写システムは、多くの場合、画像転写部材を有する画像
転写装置を備えている。画像転写部材は、通常、ベルトまたはドラムの形態を成しており
、画像形成時にトナーやインク等のマーキング物質をその表面で受けた後、これらのマー
キング物質の画像を、転写領域で紙等の記録媒体に対して転写する。動作状態においては
、転写領域で画像転写部材がカウンタ部材に対して当接され、その間を記録媒体が通過す
る。転写は、それぞれ任意に、静電気力及び／又は振動力によって助けられる、圧力、ま
たは熱、あるいは熱および圧力によって行なわれてもよい。特にマーキング物質がトナー
である場合には、画像を永続的にするため、マーキング物質を受け材料上に定着しなけれ
ばならない。転写領域で適当な大きさの圧力および熱を加えることにより、転写および定
着が同時に行なわれる。さもなければ、その後に定着ステップを実行しなければならない
。例えば、これは、定着されていないマーキング物質がその上に既に付着されている記録
媒体を、定着領域に通過させて供給することにより行なわれてもよい。定着領域では、高
い温度および圧力が、画像を記録媒体に対して永続的に定着させる役割を果たす。
【０００３】
　そのような画像転写装置においては、例えば残留マーキング物質材料及び／又は記録媒
体から生じる残骸及び／又は他の不純物の形態を成す汚染物質が、画像転写部材の表面上
に蓄積する場合がある。例えば記録媒体が紙または類似する繊維材料である場合には、塵
埃および繊維の形態を成す残骸が、転写領域で画像転写部材の表面上に蓄積することがあ
る。これらの汚染物質が画像転写部材の表面上に残ると、画像転写の効率および適用され
る場合には定着の質が、影響を受ける虞がある。そのため、画像転写部材の表面をクリー
ニングすることが望ましい。
【０００４】
　その表面上に粘着物質を有し、且つ転写領域の下流側に位置される無端クリーニング部
材を設け、それにより、画像転写部材表面との接触係合時に、画像転写部材表面から汚染
物質を除去することは知られている。また、クリーニング部材の粘着性が経時的に減少す
るため、クリーニング部材の表面層を活性化する必要があることも知られている。米国特
許第４，７０５，３８８号（Ｈｕｎｔｊｅｎｓら／Ｏｃｅ－Ｎｅｄｅｒｌａｎｄ　ＢＶ）
や、欧州特許第０９９４８６１号（Ｄｏｕｖｄｅｖａｎｉら／インディゴ、ネバダ州（Ｉ
ｎｄｉｇｏ　Ｎ．Ｖ．））に開示されているように、これは、トナーの場合、例えば画像
転写部材上で粘着物質の非画像パターンを定期的に現像して、クリーニング部材の表面層
を活性化させることによって行なわれてもよい。そのような活性化状態においては、記録
媒体が供給されていない間、カウンタ部材を画像転写部材に対して当接させることなく、
その上に非画像トナーパターンを有する画像転写部材が転写領域を通過する。画像転写部
材上の非画像トナーパターンは、画像転写部材とクリーニング部材との接触領域、すなわ
ちクリーニング領域に向かって更に案内される。非画像トナーパターンを有する画像転写
部材が、クリーニング領域を通過すると、非画像トナーパターンが、クリーニング部材の
表面に転写され、これにより、画像転写部材の表面が活性化される。前述した粘着表面層
の定期的な活性化では、動作状態で次の活性化期間へと進むと、表面の粘着性が減少する
ことにより、一貫したクリーニング特性が得られなくなることが分かった。この観点から
、高い活性化周期性を実施することが有利であると思われる。しかしながら、動作状態と
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は異なり、活性化段階では、プリントおよびコピーが形成されないため、高い活性化周期
性は、画像複写装置の生産性に弊害をもたらす。これらの相反する要求には、クリーニン
グ部材の粘着表面を活性化するための新たな方法が求められる。
【特許文献１】米国特許第４，７０５，３８８号明細書
【特許文献２】欧州特許第０９９４８６１号明細書
【特許文献３】欧州特許第０３４９０７２号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明の目的は、画像転写部材の表面からの汚染物質の除去の向上を図る
ことができる装置および方法を提供することである。
【０００６】
　本発明の他の目的は、画像複写システムの生産性に実質的に影響を及ぼすことなく、ク
リーニング部材の粘着表面を活性化させることである。
【０００７】
　本発明の更なる目的は、再生材料を供給すると同時に、任意の過剰な及び／又は汚染さ
れた粘着表面材料をクリーニング部材から除去することにより、クリーニング部材の粘着
表面を活性化させることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　これらの目的を満たすため、本発明の第１の態様においては、マーキング物質の画像を
記録媒体のシートに転写するための画像転写装置が提供され、
　マーキング物質の連続画像をその表面上に受ける無端画像転写部材を備え、該無端画像
転写部材が、画像転写装置の動作状態で、カウンタ部材との間に転写領域を形成するため
にカウンタ部材と接触され、転写領域を連続的に通過して供給される記録媒体の各シート
に対して各連続画像を転写し、画像転写装置がさらに、
　画像転写装置の動作状態で、画像転写部材の表面と接触する表面を、転写領域の下流側
のクリーニング領域に有する無端クリーニング部材を備え、無端クリーニング部材の表面
が、粘着物質の層を担持する、画像転写装置であって、
　画像転写装置の動作状態で、少なくとも一部の非画像領域において、所定のパターンの
クリーニング物質を画像転写部材の表面に対して供給する制御可能なアプリケータユニッ
トをさらに備え、画像転写部材上の所定のパターンのクリーニング物質は、クリーニング
領域においてクリーニング部材の表面に対してほぼ完全に転写されることを特徴とする。
本発明は、特に、多種多様な記録媒体上に印刷できるように、マーキング物質の画像を画
像形成装置から記録媒体に転写する少なくとも１つの画像転写装置が設けられる、プリン
タおよびコピー機に関する。連続シート間の領域と一致している連続画像間の領域である
非画像領域において、クリーニング物質の非画像パターンを形成できるという特徴は、有
益である。これは、クリーニング部材表面をある程度連続的に活性化できるからである。
さらに、これは、動作状態、すなわち記録媒体のシートが、転写領域を通じて供給される
ことにより画像の印刷または複写が生成される間に行なわれるため、この活性化プロセス
が、プリンタまたはコピー機の生産性に悪影響を及ぼすことはない。
【０００９】
　クリーニング部材およびカウンタ部材は、画像転写部材の表面に対して接触して、およ
び接触しないで選択的に移動可能であっても良く、また無関係に駆動されてもよい。ある
いは、これらアイテムは、画像転写部材の移動によって駆動されることができる。
【００１０】
　画像転写部材は、ドラムまたはベルトの形態を成していても良く、また、加熱されても
よい。画像転写部材がベルトである場合、第１および第２のバッキングローラが設けられ
てもよい。第１のバッキングローラは、クリーニング部材と協働して、ベルトが通過する
クリーニング領域を形成する。第２のバッキングローラは、カウンタ部材と反対側の画像
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転写ベルトの背面と接触し、転写領域でベルトおよび記録媒体の両方が通過し、一方、接
触を画定するように、第２のバッキングローラおよびカウンタ部材のうちの少なくとも一
方に圧力が作用する。
【００１１】
　画像転写部材は、一般に、シリコーンエラストマから成る外層を有している。カウンタ
部材は、一般に、シリコーンエラストマ、またはＰＴＦＥ、またはフルオロラバーから成
る外層を有している。両方の部材が互いに接触する転写領域において、クリーニング物質
のほぼ全てが画像転写部材の表面上に残ることを確実にするように、カウンタ部材の外層
は、画像転写部材の外層よりもクリーニング物質に対する親和力が低くなるように選択さ
れてもよい。クリーニング物質の一部が、カウンタ部材の表面に転写されると、粘着表面
を有するクリーニング部材が、カウンタ部材と接触係合されてもよい。あるいは、クリー
ニング物質が、転写領域で画像転写部材の表面上に残ることを確実にするように、２つの
連続するシート間の時間間隔において、カウンタ部材を画像転写部材と接触しないように
移動させることを選択することもできる。しかしながら、これはあまり好ましくない。な
ぜなら、各給紙後のカウンタ部材の分離およびその後の係合によって、信頼性および画質
、特に画像の見当合わせ（画像レジストレーション）に悪影響が及ぶからである。
【００１２】
　クリーニング部材は、通常、クリーニングローラであるが、クリーニングウェブが使用
されてもよい。クリーニングローラは、転写領域の下流側でかつ任意の中間転写領域の上
流側に配置され、中間転写領域において、マーキング物質の画像が、画像形成部材から直
接に、或いは１つ以上の更なる画像転写部材を介して間接的に画像転写部材に転写される
。使用される画像形成部材およびマーキング物質の種類は、使用される画像形成技術によ
って決まる。画像形成技術の例としては、インクジェット、電子写真技術を含むエレクト
ログラフィ、およびマグネトグラフィを挙げることができる。マーキング物質の例として
は、インク、乾燥粒状トナー、液状トナーを挙げることができる。例えば、電子写真技術
の場合、マーキング物質が乾燥粒状トナーであっても良く、一方、画像形成部材は、潜像
が形成された後にトナーで現像される、光導電性の外層を有するドラムまたはベルトであ
る。
【００１３】
　粘着表面層材料およびクリーニング物質は、特に画像転写部材の動作温度で良好な接着
特性および吸着特性を有する高分子材料によって形成されてもよい。クリーニング物質は
、クリーニング領域における画像転写部材の温度よりも低いガラス転移温度を有する高分
子を含んでいることが好ましい。そのような高分子材料は、トナーであってもよい。なぜ
なら、トナーは、一般に、熱可塑性樹脂、またはカーボンブラック等の着色物質あるいは
微細分散された顔料または可溶性染料等の着色物質を含む樹脂の混合物から成る、熱可塑
性の結合剤を含んでいるからである。クリーニング物質として使用されるトナーは、画像
を形成するためのマーキング物質として使用されるトナーのうちの１つであってもよい。
あるいは、例えば低レベルの着色材料を含む、或いは着色材料を全く含まない等、成分が
異なるトナーをクリーニング物質として使用することもできる。
【００１４】
　アプリケータユニットは、所定のパターンにしたがって移動する画像転写部材の所定の
場所において、新たなクリーニング物質を制御可能な速度および投与量で供給できる簡単
な投与ユニットであり得る。そのような投与ユニットの例は、スプレーコーティングユニ
ットである。特に、クリーニング物質がトナーまたはトナー状のものである場合、アプリ
ケータユニットは、画像形成ユニットであってもよい。アプリケータユニットが画像形成
ユニットである場合、所定のパターンのクリーニング物質が、非画像領域の一部またはそ
れぞれの非画像領域における画像形成部材に直接に画像形成される。あるいは、最初に画
像形成部材に潜像パターンが形成され、その後、画像形成部材で潜像パターンが現像され
る。所定のパターンのクリーニング物質は、中間転写領域で、画像形成部材から直接に画
像転写部材へ転写され、或いは１または複数の更なる中間画像転写部材を介して間接的に
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画像転写部材へ転写されてもよい。あるいは、画像形成部材が、画像転写部材を構成して
もよい。画像転写部材上に存在する転写されたクリーニング物質のパターンは、転写領域
を通過する。転写領域の下流側で、画像転写部材上に存在するクリーニング物質のパター
ンの残存部分は、クリーニング領域でクリーニング部材に対してほぼ完全に転写される。
【００１５】
　本発明の一実施形態において、クリーニング部材は、離間する複数の穿孔を持つ表面を
有する回転可能なクリーニングローラであり、穿孔は、クリーニングローラ表面上に集ま
る任意の汚染物質および過剰なクリーニング物質を、クリーニングローラのキャビティ内
に排出する。例えば、穿孔は、溝の形態を成していてもよい。その利点は、汚染物質と混
合されている可能性がある任意の過剰な接着物質が、クリーニング部材の表面上に蓄積す
ることを防止できるという点である。クリーニングローラは、スチールやアルミニウム等
の金属から構成されていてもよい。しかしながら、クリーニングローラは、その動作温度
に適合する範囲の他の耐熱材料から成っていてもよい。そのような耐熱材料としては、耐
熱プラスチックを挙げることができる。任意に、クリーニング部材のコア材料上に穿孔さ
れた適合層が設けられてもよい。いずれにせよ、クリーニング部材の外表面上に粘着層が
形成される。
【００１６】
　本発明の更なる実施形態においては、クリーニング領域で、クリーニング物質が、穿孔
の外側にある画像転写部材表面上にのみ存在することを確実にするように、クリーニング
部材における穿孔の位置と、画像転写部材上の所定のパターンのクリーニング物質とを同
期させるための手段が設けられる。位置を同期させるための手段は、クリーニング部材の
軸方向位置を決定するためのポジションセンサを有していてもよい。
【００１７】
　更なる実施形態において、画像転写部材上のクリーニング物質のパターンは、クリーニ
ング物質のパターンによって覆われる画像転写部材表面の部分が、１％～３０％の範囲の
領域カバレージを有するようになっている。露出された部分の領域カバレージを下げるこ
とにより、転写領域におけるカウンタ部材表面に対するクリーニング物質の転写効率を有
効に下げられることが分かった。
【００１８】
　本発明の第２の態様においては、動作中に、記録媒体の連続するシートが通過して供給
される転写領域をカウンタ部材との間に形成するためにカウンタ部材と接触される画像転
写装置の無端画像転写部材の表面から汚染物質を除去する方法が提供され、この方法は、
　クリーニング領域で画像転写部材の表面を、クリーニング物質の粘着表面層を有する無
端クリーニング部材と接触させることにより、汚染物質を画像転写部材から粘着表面へと
転写させるステップと、
　マーキング物質の連続画像を画像転写部材で受けるとともに、転写領域で各連続画像を
各連続シートに対して転写するステップとを含み、
　少なくとも一部の連続画像間にある少なくとも一部の非画像領域においてクリーニング
物質のパターンを画像転写部材で受けるステップをさらに含み、非画像領域は、連続シー
ト間の領域と一致している連続画像間の領域であり、クリーニング物質の非画像パターン
は、クリーニング領域においてクリーニング部材の表面に対してほぼ完全に転写されるこ
とを特徴とする。
【００１９】
　以下、添付図面に関して本発明を詳細に説明する。幾つかの実施形態が開示されている
。しかしながら、言うまでもなく、当業者は、幾つかの他の等価な実施形態または本発明
を実行するための他の方法を想起することができ、本発明の範囲は、請求項によってのみ
限定される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　記録媒体のシート上に印刷できる印刷システムが、図１に示されている。印刷システム
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は、循環移動できる画像転写部材を備えている。画像転写部材は、例えばドラムやベルト
等の無端部材である。この場合、画像転写部材は、矢印（３）の方向に動くことができる
円筒ドラム（１）である。画像転写部材は、エラストマ被覆材（２）を有するアルミニウ
ム等の金属スリーブによって構成されている。任意に、画像転写部材には、例えばコーテ
ィングによるシリコーンゴムから成る外層が設けられてもよい。印刷システムにおいては
、印刷システムが、モノクロ印刷システムに関するものであるか或いはマルチカラー印刷
システムに関するものであるかに応じて、１つまたは複数のプロセスカラーを利用するこ
とができる。各プロセスカラーのために、画像形成ユニット（４）（５）（６）が、中間
転写部材の回転経路に沿って配置される。これらの画像形成ユニットはそれぞれ、円筒状
の画像形成部材（７）を備えている。画像形成部材（７）上には、対応するプロセスのカ
ラー分離画像が形成される。動作状態において、画像形成部材が、全て画像転写部材と圧
接され、画像形成部材が画像転写部材に対して圧接される力は、最大で１０００Ｎ／ｍ、
例えば２５０Ｎ／ｍである。
【００２１】
　各画像形成部材は、金属ドラムによって形成されており、この金属ドラム上には光導電
性の外層が設けられている。画像形成部材周囲に沿って、様々な画像形成装置が配置され
ている。これらの画像形成装置は、例えばコロナ装置等の帯電装置（１１）と、光導電面
を画像状に露光することにより、光導電面上に静電潜像を形成するための例えばＬＥＤア
レイ等の露光装置（１２）と、マーキング物質を用いて潜像を現像するための現像装置（
１３）と、現像された分離画像を画像転写部材に対して転写した後に、画像形成部材上に
残存する任意のマーキング物質を除去するためのクリーニング装置（１４）とを含んでい
る。この場合、現像装置は、内部に固定磁石システムを有する回転可能なスリーブから成
る磁気ローラ（１７）を備える、磁気ブラシ現像装置である。磁気ローラは、画像形成部
材の周囲に沿って配置されており、その表面が、画像形成部材表面と接触することなく画
像形成部材表面から短い距離で離間されている。各磁気ローラ（１７）の表面の近傍には
、磁気的に引き付けることが可能な導電性の乾燥した粒状トナーを有するリザーバ（１８
）が配置されている。各リザーバは、プロセスカラーの１つのカラーのトナーを収容して
いる。粒状トナーの均一な層が、磁気ローラのスリーブに対して加えられることを確実に
するように、各リザーバにはストリッパ（１９）が設けられている。
【００２２】
　また、回転可能なカウンタローラ（２３）が、画像転写部材（１）の回転経路に沿って
配置されている。このカウンタローラ（２３）は、制御された圧力により、画像転写部材
の表面に向かって及び画像転写部材の表面から離れるように選択的に移動することができ
る。このカウンタ部材を駆動するための手段（図示せず）が設けられている。カウンタ部
材を画像転写部材の表面に対して押圧する際には、動作中に給紙手段および排紙手段を使
用して、記録媒体のシートが通過する転写領域が画定される。この給紙手段は、協働する
コンベアローラ（２１）およびガイドプレート（２２）から成る。排紙手段は、協働する
コンベアベルト（２４）（２５）を有している。
【００２３】
　さらに、転写領域の下流側には、粘着性の表面を有する回転可能なクリーニングローラ
が、画像転写部材（１）の回転経路に沿って配置されている。クリーニングローラ（３０
）は、駆動手段（図示せず）によって駆動されても良く、また、クリーニング部材の表面
が、画像転写部材の表面と接触する作用位置に向かって及び当該作用位置から離れるよう
に選択的に移動することができる。クリーニングローラの表面には螺旋状の穿孔が形成さ
れており、この穿孔は、ローラ表面上に集まる任意の汚染物質及び／又は過剰なクリーニ
ング物質を排出するために、ローラ内のキャビティへと延びている。螺旋状の穿孔は、交
互パターンの溝と、穴が開いていないダムと称される領域とを、軸方向に画定している。
これらのパラメータは重大ではないが、穿孔の幅およびピッチは、ローラのクリーニング
領域と非クリーニング領域との間の比率を決定するため重要である。クリーニングは、ダ
ム領域でのみ行なわれ、溝では行なわれないため、これらのパラメータを決定する際には
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、十分な検討が成されなければならない。クリーニング領域は大きいことが望ましいが、
クリーニングローラ表面のダム上に集まる汚染物質及び／又は過剰なクリーニング物質が
、溝に到達できなければならないという事実を考慮する必要がある。そのため、この考慮
においては、例えば、クリーニング物質の粘度を含めなければならない。クリーニングロ
ーラの軸方向位置、および任意にクリーニングローラの径方向位置も検出するために、ポ
ジションセンサ（図示せず）が設けられており、また、検出された位置に応じてクリーニ
ングローラの位置を制御するための制御手段（同様に図示せず）が設けられている。
【００２４】
　クリーニングローラの表面層の粘着性が、高められても良く、また、クリーニング領域
の上流側の表面層を加熱することにより、表面層の粘度が調整されてもよい。これを可能
にするため、クリーニングローラ表面上のクリーニング物質を加熱することにより、当該
表面を転写部材表面とのその接触前の粘着性にするための加熱装置が設けられてもよい。
加熱装置は、ローラの内側コア内に配置されたランプの形態を成していてもよい。あるい
は、特にクリーニングローラが適合可能な表面を有している場合には、例えば外部放射熱
源を使用した外部加熱が好ましい。理想的には、例えばクリーニング部材の表面の温度を
検出するヒートセンサを使用して、トナー粒子の加熱を制御するための手段が設けられる
。このヒートセンサは、加熱装置のための制御装置に結合される。クリーニングローラ表
面上のトナー粒子の加熱は、幾つかの利点を有している。クリーニングローラ表面の温度
および粘着性を制御するため、加熱装置を選択的に給電することができる。これは、特に
始動時に有利である。始動時にそのような加熱装置が無いと、温度平衡に達する前にかな
りの時間を要してしまう（受け入れ材料の消耗も考えられる）。
【００２５】
　動作時、画像を複写するため、一連の印刷信号が生成される。この一連の印刷信号に応
じて、印刷システムは、対応するプロセスカラーのマーキング物質の各分離画像を、各画
像形成部材（７）上に連続的に形成する。それぞれの圧接領域において、各分離画像が、
見当を合わせて画像転写部材に対して連続的に転写され、これにより、見当が合ったマル
チカラー画像が画像転写部材上に形成される。マーキング物質は、乾燥した粒子状のトナ
ーである。画像転写部材上の見当が合ったマルチカラートナー画像は、それ自体知られて
いる手段によって加熱され、それにより、トナーが軟化して粘着性を呈するようになる。
印刷システムは、マーキング粒子から成る各分離画像が、補足するように形成される。こ
のことは、プロセスカラーのマーキング粒子が、実質的に画像支持部材上に既に蓄積され
たカラーマーキング粒子上ではなく、画像支持部材の自由表面上に蓄積されることを意味
している。実質的には、異なるプロセスカラーの重ね合わされた任意のマーキング粒子が
、最終的に印刷された画像中に視覚的な欠陥、すなわち人間の肉眼で見える欠陥を引き起
こす虞がないことを意味するものではない。
【００２６】
　その後、印刷システムは、見当が合ったマルチカラートナー画像を、回転する画像転写
部材と回転するカウンタ部材とを圧接させることにより画定される転写領域を通じて、コ
ンベアローラ（２１）によって制御可能に適時に供給される記録媒体のシートに対して転
写する。印刷された画像を担持するシートは、その後、協働するコンベアベルト（２４）
（２５）によって排出される。画像転写部材は、クリーニング領域へとさらに進む。クリ
ーニング領域では、画像転写部材の表面上の任意の汚染物質を、回転するクリーニングロ
ーラ（３０）の粘着表面へと移動させることにより除去することができる。例えば数頁の
文書及び／又は１つの画像または文書の複数のコピーのように連続する画像を印刷する場
合には、転写領域を通じて連続的に供給される別個のそれぞれのシート上に連続画像が印
刷されるように、印刷ジョブが規定される。そのため、連続画像に関しては、画像転写部
材上に担持された連続する画像同士の間の領域である画像間領域と、関連する連続シート
同士の間の距離であるシート間領域との両方を規定することができる。シート間領域と一
致している画像間領域の一部を、非画像領域と称する。本発明においては、所定のパター
ンのクリーニング物質が、非画像領域に形成される。これは、利用可能なプロセスカラー
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のうちの１つの画像形成部材上に所定のパターンを画像形成した後、そのパターンを対応
するトナーを用いて現像することにより行なわれてもよい。この所定のパターンを形成す
るために使用されるトナー、利用可能であれば好ましくはブラックトナーが、クリーニン
グ物質を構成する。画像形成ユニットおよび所定のパターンの形成プロセスは、圧接領域
での画像転写部材に対するクリーニング物質パターンの転写が、非画像領域で行なわれる
ように制御される。非画像領域におけるクリーニング物質パターンが、２枚の連続するシ
ートの間の間隔における転写領域に達すると、このクリーニング物質パターンを、シート
に転写することができないが、その代わり、クリーニング物質パターンは、画像転写部材
の表面上に残るか、あるいは、カウンタ部材の表面（２３）に（部分的に）転写される。
画像転写部材が、クリーニング領域へとさらに移動されると、クリーニング物質パターン
またはその少なくとも残存部分が、粘着性のクリーニングローラの表面（３０）のダムに
転写され、これにより、粘着性の表面層が活性化される。クリーニング領域で、ほぼ全て
のクリーニング物質を、画像転写部材の表面から除去することを確実にするため、クリー
ニングローラのダムと一致している領域で、クリーニング物質がクリーニング領域中にの
み存在するように、クリーニングローラ位置検出および制御手段を使用して、クリーニン
グ部材と同期されることができるパターンが選択される。例えば、螺旋状の穿孔のピッチ
が３．５ｍｍであり、且つ溝幅（軸方向寸法）が０．８ｍｍである場合には、一般に、十
分にクリーニングローラのダム幅内にある、約１．１ｍｍのダム幅を有するパターンが選
択される。パターンのダムは、クリーニング物質で覆われる非画像領域において画像転写
部材表面の一部を構成する。一方、パターンのダム幅は、非画像領域内の覆われた部分の
幅である。
【００２７】
　前述したように、非画像領域におけるクリーニング物質パターンが、２枚の連続するシ
ート間の間隔における転写領域に達すると、クリーニング物質パターンは、画像転写部材
の表面上に残るか、あるいは、カウンタ部材の表面（２３）に（部分的に）転写される。
カウンタ部材に転写されるクリーニング物質が、後続のシートの背面を汚して、画像転写
部材の表面に転写して戻されることを防ぐために、カウンタ部材の表面をクリーニングす
る粘着表面クリーニングローラ（３５）が設けられてもよい。更なるクリーニングローラ
を設ける代わりに、あるいは、更なるクリーニングローラと組み合わせて、カウンタ部材
表面へのクリーニング物質の転写率を大幅に減らし或いはゼロにするために、適切な手段
をとることも選択できる。１つの手段またはこれらの手段は、画像転写部材表面層に比べ
てクリーニング物質に対する親和力が低いカウンタ部材表面層を使用することであっても
よい。そのようなカウンタ部材表面層の例は、ポリオルガノシロキサン層、特に欧州特許
第０３４９０７２号（Ｓｃｈｏｕｓｔｒａら、Ｏｃｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｂ．
Ｖ．）に開示されたポリオルガノシロキサン層である。この手段の代わりに或いはこの手
段に加えて、クリーニング物質パターンによって覆われる、非画像領域における画像転写
部材表面の部分の領域カバレージ（領域被覆率）を減少させることも選択できる。なぜな
ら、カウンタ部材表面に対するクリーニング物質の転写率を減少させるためには、これが
有益であることが分かっているからである。例えば、領域カバレージは、一般的には、１
％から３０％の範囲、あるいは１％から１０％の範囲、または１％から５％の範囲で選択
されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態に係るプリンタの概略図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１　円筒ドラム
　２　エラストマ被覆材
　４、５、６　画像形成ユニット
　７　画像形成部材
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　１１　帯電装置
　１２　露光装置
　１３　現像装置
　１４　クリーニング装置
　１７　磁気ローラ
　１８　リザーバ
　１９　ストリッパ
　２１　コンベアローラ
　２２　ガイドプレート
　２３　カウンタローラ
　２４、２５　コンベアベルト
　３０　クリーニングローラ
　３５　粘着表面クリーニングローラ

【図１】
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